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	１．要旨
	1) 生きた細胞内のタンパク質を高感度で検出する合成mRNAスイッチを開発しました。
	試験管内でLIN28A に応答して蛍光タンパク質(hmAG1)の産生量を調節するmRNAスイッチを合成し、LIN28Aを産生するmRNAと共に細胞内へ導入させました(リファレンスとして蛍光タンパク質(iRFP670)を産生するmRNAも導入)。24時間後、本研究で開発したmRNAスイッチは、細胞内タンパク質LIN28Aが発現している状態では翻訳が抑制されることが分かりました。つまり、合成mRNAスイッチが細胞内でLIN28Aを感知し機能していることが分かりました。
	本研究グループは、生きたヒトの細胞内のタンパク質を高感度で検出し、翻訳制御システムに情報伝達するmRNAスイッチを開発しました。さらに、この手法を使ってタンパク質LIN28Aの発現量を生きたまま細胞内で定量することにより、ヒトiPS細胞と分化した細胞を識別することに成功しました。
	LIN28タンパク質の発現量は多くの疾患やがんなどと相関があり、LIN28を検知するmRNAスイッチは将来、iPS細胞の識別だけでなく、がん細胞の識別などにも使われることが期待されます。また、合成mRNAスイッチで検出するタンパク質は、実験者のニーズに合わせて変更可能です。そのため、今後細胞内部のタンパク質量を生きたまま定量できる新たな技術や、必要な細胞を自在に識別・純化する方法、あるいは効率的に細胞をリプログラムする手法として発展することが期待できます。
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